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本セッションの目標
•教職員になぜ倫理が求められるかを説明で
きる
•組織の文脈から倫理について考える観点を
あげることができる
•学生との関係における倫理的な問題を指摘
することができる

本セッションの構成
•倫理とは何か
•教育における倫理
•教育機関における倫理
•倫理的問題の発見と解決



倫理とは何か

倫理とは
•人間が社会の一員として守るべきこと
• 「倫」は「人の輪」、「理」は「すじみち」
• 「人びとのあいだで行われるべき、正しい道」

• ethics「倫理」とmoral「道徳」は語源は同
じ「慣習」「ならわし」
• 古代ギリシア語ethos、ラテン語mores

倫理の形態
•規則化された倫理
• 法律や学則などで定められたきまり、秩序維持

のための最低限のきまり

•綱領としての倫理
• 規則化ができない際の指針

•哲学的原理としての倫理
• 個人がもつ行為における指針
• 社会で共有された規範も含む

哲学的原理
としての倫理

綱領としての倫理

規則化された倫理

津田(2013)を参考に作成

倫理の基準
• 「すべき」「すべきでない」には「正しい」「よ
い」といった価値が基準となる
• 何が「ただしい」のか、「よい」のかは、個人や組

織の価値観、教育観などで決まってくる
• 状況で変わることもあり得る

•倫理の基準に関する伝統的な枠組み
• 規範倫理学：「何が正しいか」を論じる学問
• 義務論
• 功利主義
• 徳倫理



義務論
•理性のある人間であれば普遍的に合意する
であろうことを基準にする
• 人の尊厳（命、心、身体、名誉など）を損なって

はならない
• 噓をついてはならない

•正しさは状況によって変わるものではない
•行為の動機を重視
•ドイツの哲学者カントによる

功利主義
•善や快楽を最大化するのが正しいという基
準
• 「最大多数の最大幸福」
•ただし、いわゆる利己とは異なる
• 「功利主義が正しい行為の基準とするのは、行

為者個人の幸福ではなく、関係者全部の幸福
なのである」（ミル（２０１０））

•行為の結果を重視
•イギリスの思想家ベンサムによる

徳倫理
•行為そのものではなく、行為を行う人の性格
からその行為のよさや正しさを判断する
•すぐれた性格（徳）にはさまざまある
• バランスのとれた中庸の状態

•最大の徳は「思慮」
• 状況の理解と適切な手段を見出して実践でき

る能力

•状況に依存して正しさが定まる
•哲学者アリストテレスによる

倫理を考えるということ
•倫理に正解はある？ない？
• 簡単な問題と難しい問題がある

•倫理の考え方を身につける重要性
• ルールのない新しい事態の出現
• AIの発展、感染症の流行、オンライン授業

など
• 応用倫理学という分野



教育における倫理

教育の場の特殊性
•外から見えない教育の現場
• 多くの指導の場は閉ざされた空間（教室、個別

面談、研究室など）

• 「つらいことも多かったですが、結果的に成
長できたのでよかったです」

教育者への期待
•教師聖職者論
•ロールモデルとしての教員
•裏返しとしての不祥事への関心
• アカデミックハラスメント
• 研究費の不正使用
• SNSでの不用意な発言

人権意識の高まり

出所：厚生労働省ウェブサイト



学生の多様化
•いゆわる「ユニバーサル段階」（トロウ）
• 関心や能力の多様化

•愛媛大「ダイバーシティ推進ステートメント」
• 「愛媛大学は、すべての人々の人権保障と次世

代のためのより良い新たな社会の創造のため、
性別、年齢、国籍、障がいの有無、性的指向・性
自認、人種、民族、文化、宗教などの違いにかか
わらず、互いを尊重し協働しあえる場を提供し、
地域に根ざしながら地球規模での多様な問題
解決にあたる知の拠点を目指します。」

•多様化が進むとコンフリクトが生じやすい

教員の力
•指導者の指示にそって行動する学習者
• 心からの尊敬から
• 嫌われると評価やキャリアで損するかも

•非対称な関係
• 知識や経験の多い者と少ない者
• 評価する者と評価される者

•力を適切に使用して学習者の学習を促す
•力を不適切に使用するとハラスメント

「教室マルトリートメント」
• 「マルトリートメント」＝「不適切なかかわり」
• 本来は育児の文脈で用いられる

• 「日常的によく見かけがちで、子どもたちの
心を知らず知らずのうちに傷つけているよう
な「適切ではない指導」」（川上（２０２２））
• 事情を踏まえない頭ごなしの叱責、威圧的・高

圧的な指導
• 褒めるべき時に褒めない、笑顔を見せない な

ども

• トラウマの原因になるなどの悪影響

人材の育成に携わる者として
•ロールモデルとしての教員
•倫理にかかわる問題を考え導いていく役割
•分野それぞれにおいて倫理観を高める必要
がある
• 専門職における倫理、研究倫理、技術者倫理、

企業倫理、生命倫理 など



議論１ 倫理の重要性を伝える
•倫理の重要性を他の教職員に伝えるために
はどうすればよいでしょうか。

教育機関における倫理

組織として倫理を意識する意義
•組織のインテグリティを高める
• 「組織の機能やあり方が健全に保たれている状

態」（勝田（２０１５））

•健全な組織体制の維持
• 自らを律して適切なガバナンスを図る

•教育における重要な価値の実現を目指す

倫理綱領とは
•組織や専門職における価値観や行動規範を
明文化したもの
•倫理綱領の意義
• 倫理問題について事前に考えたり話し合ったり

するための道標になる
• その内容について実現を目指すことを社会に対

して約束する
• 組織の構成員全てに受け入れ可能な共通の価

値や基準となる
（黒田他（２０１２））



教育に関する大学の倫理綱領
•教育について取り上げ、かつ2項目以上の言
及を含んだ「倫理綱領」をもつ大学は17校
• 多くの大学が「研究倫理綱領」をもっているのと

は対照的
• 「職員倫理綱領」も多くの場合、教育には直接

かかわらない内容

•別に行動指針を明文化している大学は多い
• 「倫理憲章」「ガイドライン」「行動規範」「倫理

的指針」「倫理規定」「求められる教員像」など

教育に関する倫理綱領の内容例
•学生の模範となる言動
•学生の人権、人格の尊重
•教育改善、授業改善の努力
•公正／公平な成績評価
•個人情報の保護
•学生の自主的な学習の促進と支援
•きめ細かな学生指導
•学生の意見や批判を受けいれる
•準備と熱意をもった教育

（例）筑波大学教育倫理綱領
•教員は，すべての学生の個性と能力を開花させ，

豊かな人間性と創造的な知力の獲得を促し，
学生とともに知の拠点を共創することに努める。
•教員は，学生の人格を尊重し，成長発達を促し，

学生に最善の利益がもたらされるよう努める。
•教員は，教養教育から専門教育にわたる教育

内容・教育方法の改善を継続的に行い，かつ学
生の自主的な学修を支援する。
•教員は，筑波スタンダードに基づく明確な学習

目標と成績評価の基準を定めるとともに，学習
目標に沿った公正な成績評価を行う。
•教員は，学生の意見や批判に耳を傾け，誠実で

きめ細かな学生指導に努めるとともに，個人情
報の保護を遵守する。

（例）創価大「教育者としての倫理」
•学生の人格および人権を尊重し、いかなる差別、

ハラスメントまたは人権侵害も行わない。
•学生の学習意欲を高めるよう努力し、教育内容

や方法についても、学生の要望や志向を十分に
考慮する。助言を求められた場合には誠実に対
応する。
•授業においては十分な準備と熱意をもって臨み、

明瞭かつ触発的な授業を心掛ける。
•授業内容および方法について点検するとともに、

その改善に努める。
•成績評価、単位認定については公正性を確保

する。
•教育活動について、学生からの意見や批判に

真摯に耳を傾け、誠実に対応する。



倫理にかかわる規則や制度
•法令による定め
• 日本国憲法における「基本的人権の尊重」
• 教育基本法における「人格の完成」

•学則をはじめとした大学のルール
• 「学生の本分を守らない者」への「懲戒」
• 試験での不正行為に対する取り決め

•相談窓口や各種委員会の体制
• ハラスメント相談窓口
• 倫理委員会

• 「倫理」という軸をもつことで諸制度の関連
性を示すこともできる

倫理を明文化するポイント
•組織が重視している価値や方針を確認する
•生じやすいと想定される問題を列挙する
• 例）成績評価、ハラスメント、差別的言動 など

•禁止や避けるべき行為を示す場合は根拠の
有無を検討する
• 他者危害原理（他者を害しないか）
• 自己危害原理（自己を害しないか）
• 不快原則（周囲が不快に思わないか）

•既存の綱領や類似の例に準じるようにする
• 社会的な混乱を招かないようにするため

議論２ 倫理綱領をつくってみる
•グループメンバーが同じ大学の構成員だと
仮定して、倫理綱領をつくってみましょう。
• メンバーの間で共通して重要だと考える価値と

は？
• 出来るだけ多くの学生の幸福（ウェルビーイン

グ）を実現するためには？
• 教育機関として果たすべき責任とは？
• 「すべきこと」「すべきでないこと」をどの程度具

体的に記述するか？

倫理的問題の
発見と解決



倫理的問題
•倫理に反する行為
• 社会通念や道徳に反する行為
• 明確な規則への違反

•倫理的葛藤
• 行為に際して複数の選択肢の中のいずれをとる

べきかについての葛藤
• 「正しさ」「よさ」を判断する基準が多様である

ことに起因する
• 葛藤に気づかないことで、倫理に反する行為を

行ってしまう可能性がある

倫理的葛藤の論点
•学生の人格の尊重
•苦痛の必要性
•公平な評価
•学生の個人情報の保護
•学問や表現の自由
•多様な学生への配慮
•平等な教育の機会

倫理的葛藤の例
•ゼミにおける指導
• 「厳しい言葉による指導」
• 「やさしく励ましながらの指導」

•全員が不合格だった試験
• 「最初の基準通り全員不合格にする」
• 「基準を見直し合格者を一定数出す」

•自分の考えと合わない授業の担当
• 「自分の考えに合わせて改める」
• 「定められた通りに実施する」

•卒業要件を満たしていない学生
• 「卒業を認めない」
• 「要件を満たすべく動く」

議論３ 倫理的葛藤
•学生に関する場面で感じる倫理的葛藤には
どのようなものがあるでしょうか。



倫理的問題の発見
•自己理解と他者理解
• 自分の教育観を認識する
• 個人のもつ教育への信念や価値観
• 本質主義「教育で大事なのは、先達の残し

た知識や文化を次代に継承すること」
• 進歩主義「学生の興味や関心にそって現実

の課題を解決する能力を高めること」
• 自分の中の思い込みを意識化する
• 「普通は・・・でしょう」「・・・な学生は・・・する

ものだ」
• 他者について判断するときの材料（性別、年

齢、国籍、出身地、名前、外見など）
• 自分の思い込みが、どのように他者との関係

に影響を及ぼすかに自覚的である

議論４ 学生像を振り返る
• 「あなたの大学の学生はどのような学生です
か？」と聞かれたらどのように答えますか？
•いくつか考えられる回答を挙げてみましょう。

倫理にかかわる判断
•外部の判断基準を参照する
• 適用可能な法律や規則を知っておく
• 関連の倫理綱領などを検討する
• コンサルテーションを受ける

•行動を判断し評価する
• 解決に向けてとるべき行動を考慮する
• 最善の策と思われる行動を決定する
• 自分のとった行動を評価する

（参考：コウリー他（2004））

外部の判断基準を参照する
•法律や規則の参照
• 問題が法律などに関連することがある
• 学則などの取り決めを確認する

•綱領や行動規範の検討
• 組織や専門職の一員としての判断をする
• 見過ごしている観点はないかを確認する

•コンサルテーション
• 同僚や専門家の意見を求める
• 自分の意見との違いに注意する
• 自分の意見は他者に納得できるものか？



行動を決定し評価する
•行動の決定
• 行動の選択肢を列挙する
• それぞれの起こりうる結果を考える
• 関係者の視点にできる限り立つようにする

•行動の評価
• 考えたからといって最善の行動とは限らない
• 行動の結果を振り返る機会をつくる
• 関係者（学生や同僚）の意見も求める

まとめとふりかえり

本セッションの目標
•教職員になぜ倫理が求められるかを説明で
きる
•組織の文脈から倫理について考える観点を
あげることができる
•学生との関係における倫理的な問題を指摘
することができる

本セッションの構成
•倫理とは何か
•教育における倫理
•教育機関における倫理
•倫理的問題の発見と解決



議論４ ふりかえり
•本セッションを受けて、「印象に残ったこと」
「今後気をつけたいこと」などをいくつか挙
げてください。

倫理的リーダーシップ
• 「フォロワーの倫理的行動を促すためのリー
ダーシップ」（鈴木・服部（２０１９））
• 規範的で適正な行為の提示
• 双方向のコミュニケーションの強化
• 倫理的規範の強化
• 公平・公正な意思決定
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